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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
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【公開番号】特開2015-5372(P2015-5372A)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月13日(2016.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の硫化物系固体電解質と、
　アルカリ金属硫化物、硫黄化合物、単体硫黄、単体リン、ハロゲン化合物、及び前記第
１の硫化物系固体電解質とは異なる元素組成を有する第２の硫化物系固体電解質からなる
群から選ばれる少なくとも１種とを接触させることにより、
　前記第１の硫化物系固体電解質及び前記第２の硫化物系固体電解質とは異なる元素組成
を有する第３の硫化物系固体電解質を製造する工程を含む硫化物系固体電解質の製造方法
。
【請求項２】
　アルカリ金属硫化物、硫黄化合物、単体硫黄、単体リン、及びハロゲン化合物からなる
群から選択される１種以上の原料を接触させて第１の硫化物系固体電解質を得る工程と、
　アルカリ金属硫化物、硫黄化合物、単体硫黄、単体リン、ハロゲン化合物、及び前記第
１の硫化物系固体電解質とは異なる元素組成を有する第２の硫化物系固体電解質からなる
群から選ばれる少なくとも１種と、前記第１の硫化物系固体電解質とを接触させることに
より、
　前記第１の硫化物系固体電解質及び前記第２の硫化物系固体電解質とは異なる元素組成
を有する第３の硫化物系固体電解質を製造する工程を含む硫化物系固体電解質の製造方法
。
【請求項３】
　前記第１の硫化物系固体電解質を得る工程における接触を溶媒中で行う、請求項２に記
載の製造方法。
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【請求項４】
　前記第３の硫化物系固体電解質を製造する工程における接触を溶媒中で行う、請求項１
～３のいずれかに記載の製造方法。
【請求項５】
　前記溶媒が炭化水素系溶媒である請求項３又は４に記載の製造方法。
【請求項６】
　前記第３の硫化物系固体電解質を製造する工程の前に、前記第１の硫化物系固体電解質
の元素組成を分析する工程を含む請求項１～５のいずれかに記載の製造方法。
【請求項７】
　前記元素組成を分析する工程を、ＩＣＰ発光分光分析により行う請求項６記載の製造方
法。
【請求項８】
　前記第３の硫化物系固体電解質を製造する工程における接触を、粉砕機により固形成分
を粉砕しながら行う請求項１～７のいずれか記載の製造方法。
【請求項９】
　前記アルカリ金属硫化物が硫化リチウムである請求項１～８のいずれか記載の製造方法
。
【請求項１０】
　前記硫黄化合物が硫化リンである請求項１～９のいずれか記載の製造方法。
【請求項１１】
　前記ハロゲン化合物が臭化リチウムである請求項１～１０のいずれか記載の製造方法。
【請求項１２】
　前記第１、第２及び第３の硫化物系固体電解質がリチウム、リン及び硫黄を含む請求項
１～１１のいずれか記載の製造方法。
【請求項１３】
　前記第１、第２及び第３の硫化物系固体電解質がリチウム、リン、硫黄及び臭素を含む
請求項１～１２のいずれか記載の製造方法。
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